
別紙１ 

 

 

休日保育利用の判断方法（ガイドライン） 
 

利用希望が多く、申込みのあった児童全員を受け入れることができない場合は、毎月受入れ

の判断を行います。以下のとおり休日保育の必要性を判定し、受け入れを判断します。 

 

＜前提条件＞ 

・休日等に保育が必要な要件が、平日の要件と同じであること。要件は給付認定決定通知書や休

日就労証明書等で確認します。 

・いずれの要件でも１日４時間以上の保育を必要とすること。これに合致しない場合は、休日の

一時保育の扱いとします。 

 

１ 優先順位の判断 

優先順位①～③を判断します。父、母で優先順位が異なる場合は、低い順位を適用しま

す。 

ただし、下位順位の人が、上位順位の人を超えて受入決定されることはありません。 

 

優先順位①（定期：毎月利用） 

    年間を通じて、毎月休日等に保育が必要な児童。 

    例：・毎週月火が固定で休み、水～日が就労等で、毎月休日等に保育が必要。 

       ・曜日に関係なく、シフト勤務があり、毎月休日等に保育が必要。 

 

優先順位②（定期：毎月以外） 

毎月ではないが、年間を通じて休日等に保育が必要な児童。 

   例：４～６月と９～10 月のみ休日等に就労等で保育が必要。 

 

   優先順位③（不定期） 

上記優先順位①②以外で＜前提条件＞を満たす児童。 

 

２ 優先順位が並んだ場合の判断 

１で優先順位が並んだ場合は、以下の「視点」で受け入れを判断します。どの視点を優先

するかは施設で定めます。（利用登録申請受付時に申請者へ事前に説明します。必要に応じ

て、休日保育実施施設と休日保育実施施設所在区は情報共有します。） 

 

【 視 点 】 

・月の利用日数が多い世帯優先  ・一日の就労時間が多い世帯優先 

・父母両方に要件がある世帯優先 ・ひとり親世帯優先 

・生活保護世帯優先       ・きょうだい同時の申込み世帯優先 

・在園児童優先         ・市内在住児童優先 

・確実に利用する世帯優先（当日キャンセルの防止） 

・その他施設が休日保育の必要性が高いと判断した場合（事前に区と調整すること） 

 

※事前の連絡のないキャンセルや正当な理由なくキャンセルが続く場合は、次の利用時の優

先順位が下がる場合があります。 

 

 


